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No.474
人　口	19,742 人 [752] (+13 [－12])
　男	 9,930 人 [286] (+13 [  －7])
　女	 9,812 人 [466] (  ±0 [  －5])
世帯数	 8,415 戸 [402] (  －4 [－14])

※内、[　] は外国人数
※平成 24 年 7 月 9 日

から人口・世帯数は
外国人住民を含んだ数

まちの動き 3 月 1 日現在（前月比）

青空と緑と産業の町

４月号

さあ、新しい季節の始まりです



私
は
、
平
成
27
年
の
２
月
に
三
期
目
の

町
政
運
営
を
町
民
の
皆
様
か
ら
託
さ

れ
、
本
年
２
月
を
も
っ
て
２
年
が
経
過
し
折

り
返
し
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
間
、
本
町
の

最
上
位
計
画
で
あ
る
第
６
次
総
合
計
画
及
び

昭
和
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
と
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
。
ま

た
、
基
盤
整
備
と
し
て
進
め
た
常
永
土
地
区

画
整
理
事
業
、
子
育
て
支
援
策
と
し
て
の
子

ど
も
の
医
療
費
の
無
償
化
、
英
語
教
育
の
充

実
、
人
間
ド
ッ
ク
の
対
象
枠
拡
大
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
へ
の
取
り
組
み
な
ど
、

ハ
ー
ド
面
と
ソ
フ
ト
面
を
両
立
さ
せ
な
が

ら
、
こ
れ
か
ら
の
10
年
20
年
先
の
昭
和
町
の

未
来
を
描
き
、
持
続
可
能
な
成
長
を
遂
げ
ら

れ
る
よ
う
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
施
策
の
成
果
と
し
て
、
平
成
27

年
に
は
〝
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
”
と
し
て

全
国
の
市
区
町
村
で
第
11
位
、
ま
た
同
年
の

国
勢
調
査
で
は
、
全
国
の
市
町
村
で
人
口
増

未
来
へ
の
魅
力
あ
ふ
れ
る
昭
和
町

加
率
第
９
位
と
な
り
ま
し
た
。
私
は
、
町
長

就
任
以
来
「
小
さ
く
て
も
豊
か
な
ま
ち
づ
く

り
」
の
実
現
を
掲
げ
、
議
会
の
皆
様
を
は
じ

め
区
長
会
な
ど
の
各
種
団
体
な
ど
の
ご
協
力

に
よ
り
、
住
み
よ
い
昭
和
町
を
創
る
よ
う
努

力
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
評
価
が
な

さ
れ
た
こ
と
は
、
町
民
の
皆
様
の
ま
ち
づ
く

り
へ
の
ご
貢
献
に
よ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
議
会
は
じ
め
町
民

の
皆
様
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
29
年
度 

所
信
表
明

新
年
度
に
お
け
る
主
要
施
策
と
し
て
、

次
の
三
つ
を
柱
に
位
置
づ
け
、
さ
ら

な
る
本
町
の
発
展
を
目
指
し
て
取
り
組
み
ま

す
。

　

第
一
に
、
平
成
29
年
度
の
完
成
を
目
途
に

進
め
て
き
た
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と

緑
の
基
本
計
画
を
策
定
し
、
開
発
許
可
に
関

す
る
事
務
移
譲
と
と
も
に
、
都
市
計
画
の
視

点
か
ら
未
来
の
昭
和
町
の
姿
を
描
い
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

　

第
二
は
、
町
民
の
皆
様
か
ら
ご
要
望
を
い

た
だ
い
て
お
り
、
第
６
次
総
合
計
画
や
地
方

版
総
合
戦
略
に
も
位
置
づ
け
て
い
る
「
生
涯

学
習
館
（
仮
称
）
」
の
建
設
と
、
児
童
生
徒

数
の
増
加
に
伴
う
押
原
中
学
校
の
校
舎
増
築

で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
建
設
に
向
け
て
の
建
設
検

討
委
員
会
を
設
置
す
る
よ
う
進
め
ま
す
。

　

第
三
は
、
子
育
て
支
援
策
の
充
実
で
す
。

従
来
の
子
育
て
支
援
の
継
続
の
ほ
か
、
多
様

化
す
る
子
育
て
ニ
ー
ズ
に
対
し
、
よ
り
き
め

細
か
い
対
応
を
可
能
と
す
る
た
め
、
平
成
32

年
度
ま
で
の
設
置
を
目
指
し
「
子
育
て
支
援

に
関
す
る
総
合
サ
ー
ビ
ス
拠
点
（
仮
称
）
」

の
整
備
検
討
を
進
め
ま
す
。

平成29年度

施政方針

わ
が
国
の
経
済
情
勢
は
、
安
倍
政
権
に

よ
る
安
定
的
な
国
政
運
営
と
政
府
の

実
行
力
に
よ
り
、
「
緩
や
か
に
回
復
し
つ
つ

あ
る
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
地
方
に
と
っ

て
は
、
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
本

町
の
財
政
状
況
に
お
い
て
も
、
税
収
等
は
回

復
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
社
会
保
障
費
な
ど

の
扶
助
費
や
教
育
、
福
祉
予
算
の
増
大
等
に

よ
り
経
常
収
支
比
率
は
依
然
と
し
て
高
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。
さ
ら
な
る
景
気
回
復
に
期

待
す
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
財
政
状
況
を
慎
重

に
見
極
め
な
が
ら
、
町
民
ニ
ー
ズ
に
適
確
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
事
業
精
査
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。
今
後
も
、
社
会
保
障
費
等
の
扶
助
費

や
教
育
、
福
祉
関
係
予
算
の
占
め
る
割
合
が

増
え
る
と
見
込
ま
れ
る
と
と
も
に
、
リ
ニ
ア

中
央
新
幹
線
の
開
通
を
見
据
え
た
道
路
整
備

計
画
や
公
共
施
設
、
公
共
イ
ン
フ
ラ
の
維
持

管
理
な
ど
、
多
く
の
財
源
を
必
要
と
す
る
課

題
も
あ
る
現
状
に
お
い
て
は
、
引
き
続
き
中

長
期
的
な
観
点
で
、
計
画
的
な
行
財
政
運
営

を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
、
平
成
29
年
度

の
予
算
編
成
方
針
は
、
さ
ら
な
る
歳
出
削
減

と
、
自
主
財
源
は
も
と
よ
り
、
国
・
県
の
補

助
金
や
交
付
金
の
確
保
な
ど
、
町
民
サ
ー
ビ

ス
を
後
退
さ
せ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
努
め
る

も
の
と
し
ま
し
た
。
こ
の
基
本
方
針
の
も
と

編
成
し
た
新
年
度
一
般
会
計
予
算
は
70
億
２

３
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
人
口
増
加
に

対
応
し
た
事
業
予
算
の
確
保
が
主
な
要
因
で

す
が
、
さ
ら
な
る
本
町
の
発
展
の
た
め
限
ら

れ
た
財
源
を
有
効
に
活
用
で
き
る
よ
う
予
算

執
行
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

主
要
施
策 「
三
つ
の
柱
」

私
は
、
町
長
に
就
任
し
て
以
来
「
小
さ

く
て
も
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
」
の
実

現
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
は
、
第
６
次
総
合
計
画
に
則

り
、
第
６
次
総
合
計
画
に
掲
げ
る
６
つ
の
分

野
、
「
支
え
合
う
健
や
か
な
町
を
目
指
す
」

「
豊
か
な
心
と
文
化
を
育
む
町
を
目
指
す
」

「
快
適
で
住
み
心
地
の
よ
い
町
を
目
指
す
」

「
に
ぎ
わ
い
と
活
力
の
あ
る
町
を
目
指
す
」

「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
を
目
指
す
」
「
参

画
と
交
流
の
町
を
目
指
す
」
ご
と
に
、
さ
ら

な
る
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
向
上
を
目
指

し
た
諸
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

　

４
月
か
ら
新
し
い
認
定
こ
ど
も
園
が
開

園
し
、
こ
れ
に
よ
り
本
町
に
は
民
間

の
保
育
所
が
６
箇
所
、
認
定
こ
ど
も
園
が
２

箇
所
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
園
に
お
い

て
、
特
色
あ
る
保
育
、
教
育
が
行
わ
れ
て
お

り
、
町
と
し
て
も
こ
れ
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
利
用
者
負
担
額
の
軽
減
を
継
続
し
ま

す
。
ま
た
、
常
永
地
区
の
児
童
の
増
加
に
対

応
し
た
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
も
４
月
か
ら

①
支
え
・
健
や
か
を
創
る

３
月
２
日（
木
）か
ら
17
日（
金
）ま
で「
平
成
29
年
昭
和
町
議
会
第
一
回
定
例
会（
３
月
議
会
）が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。⻆
野
町
長
は
、10
年
先
20
年
先
を
見
据
え
住
み
よ
い
ま
ち
を
築
い
て
い
く
と

所
信
表
明
。ま
た
平
成
29
年
度
の
施
策
の
概
要
を
あ
き
ら
か
に
し
ま
し
た
。

演
説
の
主
な
内
容
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

予
算
編
成
方
針
と

平
成
29
年
度
予
算
の
概
要

具
体
的
諸
施
策
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○ 

社
保
節
目
人
間
ド
ッ
ク

定
員　
2
0
0
名

対
象　
「
社
会
保
険
」に
加
入
の
方
で
、平
成
30
年
3
月

31
日
現
在
で
35
・
40
・
45
・
50
・
55
・
60
・
65
歳

の
方

    

受
診
施
設 

（
次
の
い
ず
れ
か
）  

　
◦
山
梨
県
厚
生
連
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　
（
甲
府
市
飯
田
一
丁
目
１
‐
26
）

　
◦
石
和
温
泉
病
院
ク
ア
ハ
ウ
ス
石
和

　
（
笛
吹
市
石
和
町
八
田
3
3
0
‐
５
）

    

申
し
込
み
方
法

申
し
込
み

　
郵
送
さ
れ
る
案
内
冊
子
裏
面
の
専
用
ハ
ガ
キ
に
必
要

事
項
を
記
入
し
役
場
へ
返
送

締
め
切
り　
４
月
20
日（
木
）［
当
日
消
印
有
効
］

負
担
金　
１
万
５
０
０
０
円

問
い
合
わ
せ

　
昭
和
町
国
保
人
間
ド
ッ
ク　

町
民
窓
口
課（
☎
2
7
5
‐
8
2
6
4
）

　
社
保
節
目
人
間
ド
ッ
ク　

い
き
い
き
健
康
課（
☎
２
７
５
‐
８
７
８
５
）

「
昭
和
町
集
団
健
診
」
は
、
国
民
健
康
保
険
等
に
加
入
す
る
30
歳
以
上
の
方
を

対
象
に
、
決
め
ら
れ
た
日
時
に
受
診
い
た
だ
く
健
康
診
断
で
す
。
会
場
は
総
合

会
館
で
す
。
年
に
一
度
の
体
の
チ
ェ
ッ
ク
、
忘
れ
ず
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
受
診
で
き
る
検
査
項
目
は
、

年
齢
や
ご
加
入
の
医
療
保
険
等
に
応
じ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、
次
の
表
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
い
き
い
き
健
康
課
（
☎
２
７
５
‐
８
７
８
５
）

    

受
診
で
き
る
期
間

　
　
　
６
月
１
日（
木
）～
12
月
28
日（
木
）　
※
平
日
の
み

    

対
象
者
・
定
員

○ 

昭
和
町
国
保
人
間
ド
ッ
ク

定
員　
6
0
0
名

対
象　
「
国
民
健
康
保
険
」に
加
入
の
方
で
、平
成
29
年
４
月

１
日
現
在
35
歳
以
上
か
つ
人
間
ド
ッ
ク
受
診
時
に
75

歳
未
満
の
方（
保
険
料
に
未
納
の
な
い
方
に
限
る
）

　

町
で
は
、
節
目
の
年
を
迎
え
る
方
な
ど
を
対
象
に
、

「
人
間
ド
ッ
ク
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
人
間
ド
ッ
ク

は
、
受
診
当
日
に
そ
の
場
で
適
切
な
指
導
助
言
を
受
け

ら
れ
、
す
ぐ
に
健
康
づ
く
り
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。
こ

の
機
会
に
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

な
お
、
受
診
希
望
者
が
定
員
を
超
え
た
場
合
、
抽
選

と
な
り
ま
す
。
抽
選
落
ち
と
な
っ
た
場
合
は
、
集
団
健

診
に
変
更
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
集
団
健
診
と
人
間

ド
ッ
ク
の
重
複
受
診
は
で
き
ま
せ
ん
。

※	

定
員
を
超
え
た
場
合
、抽
選
と
な
り
ま
す
。ご
了
承
く

だ
さ
い
。

※	

検
査
機
関
へ
の
申
し
込
み
方
法
等
、具
体
的
な
手
順

は「
申
し
込
み
ハ
ガ
キ
」受
付
後
に
ご
連
絡
し
ま
す
。

健
康
診
断
の
申
し
込
み
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
健
診
内
容
が

変
わ
り
、
「
が
ん
検
診
の
自
己
負
担
金
の
徴
収
」
と
「
胃
が
ん
A
B
C
検

診
」
が
始
ま
り
ま
す
。
30
歳
以
上
の
方
へ
、
４
月
上
旬
に
「
集
団
健
診
と

人
間
ド
ッ
ク
の
お
知
ら
せ
」
の
案
内
冊
子
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
４
月
20

日
（
木
）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

年齢（＊1）

加入医療保険

30 ～
39 歳

40 ～
74 歳
（＊2）

75 歳
以上

町の
国民健康保険の方 ①②⑥ ①②③

④⑤⑥ ―

後期高齢者
医療制度の方 ― ①②③

④⑤⑥
①②④
⑤⑥

上記以外の
医療保険（社
会保険）の方

本
人 ②⑥ ②③④

⑤⑥ ―

被
扶
養
者

①②⑥
①（＊3）
②③④
⑤⑥

―

＊1 「年齢」は、それぞれ平成30年3月31日現在の年齢。
　　（ただし区分「75歳以上」は健診当日の年齢による）
＊2 ②の「結核検診」と⑤は、65歳以上の方のみ対象。
＊3 40歳以上の社会保険の被扶養者は、①を町で受け

られない、または負担金の必要な場合があります。
詳しくはご加入の医療保険にご確認ください。

〜
が
ん
検
診
の
自
己
負
担
金
の
徴
収
が
始
ま
り
ま
す
〜

種類 料金 検査内容

① 基本健診
（特定健診）

無料
（P7＊3）

診察・血液検査・腹囲測定・尿
検査・心電図・眼底検査など

②

胃がん検診 500 円 胃部レントゲンによる検査
（バリウムによる）

大腸がん検診 500 円 2 日分の便による潜血反応検査

肝がん検診 500 円 超音波による肝臓・胆のう
・腎臓・膵臓などの腹部検査

肺がん検診 500 円 胸部レントゲン検査

結核検診 無料 胸部レントゲン検査
　（65 歳以上の方に限る）

③ 肝炎ウイルス検査 無料 血液検査による抗体価検査

④ 骨粗しょう症検診 無料 骨密度装置による X 線スキャ
ン検査

⑤ もの忘れ検診 無料 コンピュータによる質問検査
　（65 歳以上の方に限る）

⑥ 胃がん ABC 検診 1,000 円 血液検査で胃がんになるリスク
を A ～ D の 4 段階で評価

※ ③ は、平 成30年3月31日 現
在で40歳の方、または40歳
以上75歳未満でこれまで
肝炎ウイルス検査を受診
したことが無い方が対象。

※ ④ は、平 成30年3月31日 現
在で40・45・50・55・60・
65・70・75歳 の 女 性 の 方
が対象。

※ ⑤ は、平 成30年3月31日 現
在で65歳以上の方が対象。

※ ⑥ は、平 成30年3月31日 現
在の年齢が偶数年齢の方
が対象。

NEW!!

胃がんABC検診
（リスク検診）が始まります

　血液検査で「ヘリコバク
ター・ピロリ抗体検査」と

「ペプシノゲン検査」の結果
から胃がんになるリスクを
A ～ Dの4段階で評価する
検査です。（30歳以上偶数
年齢の方が対象）

検査項目と料金

昭
和
町
集
団
健
診

人
間
ド
ッ
ク

加入医療保険別の受診可能検査項目健診日程
日にち 対象地区 定 員

6月22日（木） 清水新居 230人
  　23日（金） 西条一区 230人

  　25日（日） 休日健診（西条地区優先） 230人

  　26日（月） 西条新田 150人
  　27日（火） 西条二区 400人
  　28日（水） 上河東・上河東二区 400人
  　29日（木） 河西 400人
  　30日（金） 築地新居・飯喰 400人

7月２日（日） 休日健診
　（押原・常永地区優先） 400人

  　３日（月） 押越 400人
  　４日（火） 河東中島 350人
  　５日（水） 紙漉阿原 400人

受付時間　いずれも午前8時〜10時30分
　（個別に設定し健診バッグでお知らせします）

    

申
し
込
み
方
法

対
象
者　
30
歳
以
上
の
町
民

申
し
込
み

郵
送
さ
れ
る
案
内
冊
子
裏
面
の
専
用
ハ
ガ
キ

に
必
要
事
項
を
記
入
し
役
場
へ
返
送

締
め
切
り　
４
月
20
日（
木
）［
当
日
消
印
有
効
］

負
担
金　
「
検
査
項
目
と
料
金
」の
と
お
り
現
在

　
　
　
　

※
今
年
か
ら
一
部
有
料

     

健
診
バ
ッ
グ
の
お
渡
し

　
健
診
を
申
し
込
ま
れ
た
方
に
は
、「
健
診
バ
ッ

グ（
問
診
票
・
検
査
キ
ッ
ト
の
入
っ
た
封
筒
）」を

お
送
り
し
ま
す
。内
容
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、健

診
当
日
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。申
し
込
ま
れ
た
方

で
、６
月
20
日（
火
）ま
で
に
健
診
バ
ッ
グ
が
届
か

な
い
場
合
、お
手
数
で
す
が
い
き
い
き
健
康
課
ま

で
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

     

注
意
事
項

◦
電
話
で
の
申
し
込
み
、締
め
切
り
後
の
申
し
込

み
は
で
き
ま
せ
ん
。

◦
対
象
地
区
以
外
の
日
で
も
申
し
込
め
ま
す
。

◦
日
曜
日
は
大
変
混
み
合
い
ま
す
。あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◦
定
員
を
超
え
た
場
合
、日
程
変
更
を
お
願
い
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◦
申
し
込
み
後
の
日
程
変
更
は
、「
健
診
バ
ッ
グ
」

が
届
い
て
か
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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「
固こ
て
い
し
さ
ん
ぜ
い

定
資
産
税
」は
、土
地
・
家
屋
・
償し
ょ
う
き
ゃ
く
し
さ
ん

却
資
産
の
所
有
者（
毎
年
の
１
月
１
日
現
在
の
所
有
者
）が
、そ
の
資
産
価
値
に
応

じ
て
納
め
る
税
金
で
す
。

　

固
定
資
産
税
は
、資
産
の
価
格（
適
正
な
時
価
）に
対
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。ま
た
、資
産
価
値
の
変
動
に
対
応
し
、適
正
・

公
平
な
価
格
に
見
直
す
た
め
、毎
年
、国
で
示
す
固
定
資
産
評
価
基
準
を
も
と
に
評
価
替
え
を
行
っ
て
い
ま
す
。固
定
資
産

税
の
評
価
の
適
正
な
確
保
と
、納
税
者
の
皆
さ
ん
の
評
価
に
対
す
る
理
解
促
進
の
た
め
、修
正
し
た
標
準
宅
地
の
評
価
額
を

公
開
い
た
し
ま
す
の
で
、参
考
と
し
て
く
だ
さ
い
。

平成29年度　標準宅地評価額番号 基 準 地 の 所 在 評価額
（円 /m2）

用途
地区大 字 小 字 所 在 地 の 目 安

51 清 水 新 居 沖 田 妙全寺付近上石田一丁目西条線沿い 43,400 ⇩

普
通
商
業
地
区　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

52 西 条 北 河 原 甲府バイパス交差点付近上石田一丁目西条線沿い 43,000 ⇩
53 清 水 新 居 村 中 甲府市境昭和通り沿い 47,200 ⇩
54 西 条 北 河 原 甲府昭和高校入口交差点国道 20 号沿い 50,700 ⇩
55 西 条 馬 籠 甲府南アルプス線沿い 33,600 ⇩
56 西 条 新 田 北 河 原 甲府南アルプス線中央道ボックス付近 41,300 ⇩
57 西 条 才 神 浄慶寺北側昭和バイパス沿い 45,900 ⇩
58 西 条 前 切 東部農協旧西条支所南側昭和バイパス沿い 44,400 ⇩
59 西 条 清 水 尻 国母駅入口交差点甲府市川三郷線沿い 37,400 ⇩
60 西 条 長 登 路 国母駅入口バス停付近甲府市川三郷線沿い 37,100 ⇩
61 西 条 山 宮 地 国母駅前通り沿い 36,100 ⇩
62 西 条 立 石 昭和水源資材置場付近押越西条新田線沿い 41,600 ⇩
63 西 条 姥 川 昭和水源付近押越西条新田線沿い 41,300 ⇩
64 押 越 上 河 原 南消防署昭和出張所昭和バイパス沿い 43,200 ⇩
65 押 越 大 西 押原小学校西側昭和バイパス沿い 42,100 ⇩
66 押 越 新 田 前 押越新田集会所北側甲府市川三郷線沿い 35,800 ⇩
67 紙 漉 阿 原 サ ツ 平 押越バス停甲府市川三郷線沿い 34,000 ⇩
68 河 東 中 島 熊 の 宮 東部農協昭和支店西側甲府市川三郷線沿い 33,400 ⇩
69 河 東 中 島 西 国 田 押原駐在所南昭和玉穂線沿い 32,900 ⇩
70 築 地 新 居 新 居 前 源光寺南甲斐中央線沿い 27,700 ＝
71 築 地 新 居 新 居 前 築地新居公会堂西側甲斐中央線沿い 28,900 ＝
72 飯 喰 屋 敷 添 いーなとうぶ昭和甲斐中央線沿い 28,700 ＝
73 河 西 村 内 法界寺北側甲斐中央線沿い 30,400 ⇩
74 飯 喰 村 西 昭和バイパス飯喰交差点付近 42,000 ＝
75 河 西 村 西 鍛冶新居橋北側昭和バイパス沿い 36,900 ⇩
76 河 西 村 西 法界寺西側旧田富町境昭和バイパス沿い 35,800 ⇩
77 河 西 鶴 住 大円寺南側甲府市川三郷線沿い 31,300 ⇩
78 河 西 大 林 大林区画整理地東側旧田富町境甲府市川三郷線沿い 32,000 ＝
79 築 地 新 居 村 前 釜無工業団地釜無グラウンド西側付近 10,700 ⇩ 大工場

地　区80 紙 漉 阿 原 沖 田 国母工業団地国母公園北側付近 11,900 ⇩
81 西 条 中 曽 根 新電々ビル北側付近 37,900 ⇩ 普通住

宅地区82 河 東 中 島 山 伏 町道 10 号線西側背後 27,500 ＝

83 常永土地区画整理事業地内 県道甲斐中央線沿い 40,100 ＝ 普通商
業地区

84 常永土地区画整理事業地内 イオンモール甲府昭和南側町道沿い 35,200 ＝ 普通住
宅地区

標
準
宅
地
評
価
額
の

お
知
ら
せ

　
「
固
定
資
産
税
台
帳
」は
、固
定
資
産
税

課
税
の
基
礎
と
な
る
土
地
・
家
屋
の
評
価

額
が
記
載
さ
れ
た
台
帳
で
す
。

　

平
成
29
年
度
に
課
税
さ
れ
る
土
地
・
家

屋
の
評
価
額
を
記
載
し
た「
固
定
資
産
税

台
帳
」を
、次
の
期
間
、縦
覧（
閲
覧
）で
き

ま
す
。

期　
間　
４
月
３
日（
月
）
～
５
月
31
日（
水
）

　
　
　
　
平
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

　
　
　
　
時
15
分

場　
所　
昭
和
町
役
場　
税
務
課

持
ち
物　
印
鑑

問
い
合
わ
せ

　
税
務
課　
資
産
税
係

（
☎
2
7
5
‐
８
２
６
５
）

固
定
資
産
税
台
帳

を
縦じ

ゅ
う
ら
ん覧

で
き
ま
す

番号 基 準 地 の 所 在 評価額
（円 /m2）

用途
地区大 字 小 字 所 在 地 の 目 安

1 清水新居 宮 の 上 家具団地南西付近 33,200 ⇩
普
通
住
宅
地
区

2 清水新居 沖 田 沖田区画整理地区内 35,700 ⇩
3 清水新居 屋 敷 前 昭和インター北側付近 33,600 ⇩
4 清水新居 小 松 田 長泉院北側 200m 付近 35,300 ⇩
5 清水新居 村 中 清水新居公会堂付近 34,000 ⇩
6 清水新居 南 河 原 甲府バイパス北側付近 35,000 ⇩

7 西 条 松 ノ 木 甲府昭和高校東南付近 46,000 ⇩ 普通商
業地区

8 西 条 清 水 甲府昭和高校西側付近 37,300 ⇩

普
通
住
宅
地
区

9 西 条 村 前 西条小学校東側付近 37,200 ⇩
10 西 条 神 屋 神屋公園付近 37,600 ⇩
11 西 条 山 梨 義清神社南西 200m 付近 35,600 ⇩
12 西 条 山 宮 地 国母駅北側 200m 付近 32,300 ⇩
13 西 条 梅 の 木 国母駅前郵便局西側付近 35,100 ⇩
14 西 条 梅 の 木 国母変電所西側付近 35,000 ⇩
15 西 条 山 宮 地 国母駅南側付近 30,100 ⇩
16 押 越 鎌田川端 中央道身延線ボックス東側付近 26,600 ⇩
17 西 条 清 水 水道局グラウンド東側付近 31,500 ⇩
18 西条新田 村 北 正覚寺付近 30,200 ⇩
19 西条新田 村 前 西条新田公会堂付近 35,000 ⇩
20 西 条 立 石 西条小学校南西 100m 付近 33,800 ⇩
21 西条新田 村西道上 鎌田川西側旧竜王町境付近 23,500 ⇩
22 西 条 穴 田 昭和水源北西 200m 付近 25,900 ⇩
23 西 条 姥 川 西条二区第２公会堂付近 27,100 ⇩
24 築地新居 東 河 原 玉川団地南側付近 25,100 ⇩
25 押 越 氏 神 昭和町総合会館付近 27,000 ⇩
26 河東中島 村 下 河東中島公会堂西側付近 25,300 ⇩
27 押 越 上 川 瀬 上川瀬公園東側付近 33,900 ⇩
28 押 越 中 川 瀬 川瀬公園付近 34,500 ⇩
29 紙漉阿原 天 白 上 天白北側付近 32,300 ⇩
30 紙漉阿原 天 白 下 泉応寺南側 200m 旧玉穂町境付近 28,900 ⇩
31 押 越 下 村 東部農協昭和支店南東 100m 付近 24,100 ⇩
32 河東中島 川 代 興善寺南側 100m 付近 23,500 ⇩
33 紙漉阿原 沼 本誓寺北側付近 22,800 ⇩
34 築地新居 村 前 蓮華寺東側 200m 付近 23,500 ⇩
35 築地新居 大 神 釜無公園グラウンド北北東 300m 付近 24,700 ⇩
36 築地新居 大 神 釜無工業団地北側旧竜王町境付近 23,500 ⇩
37 飯 喰 屋 敷 添 いーなとうぶ昭和東側付近 28,000 ＝
38 河 西 村 西 いーなとうぶ昭和西南西 200m 付近 25,300 ＝
39 飯 喰 村 西 釜無工業団地南側昭和バイパス西側付近 20,500 ⇩
40 河 西 亀 住 常永小学校グラウンド南側付近 26,300 ＝
41 河 西 村 内 法界寺北東 100m 付近 27,800 ⇩
42 河 西 大 林 河西公会堂東南付近 31,700 ＝
43 河 西 村 西 鍛冶新居区画整理地付近 30,500 ⇩
44 河 西 大 林 河西大林公園南側付近 31,400 ＝
45 上 河 東 田之神田 妙福寺北側付近 30,200 ＝
46 上 河 東 田之神田 常永団地北側 100m 付近 29,700 ⇩
47 上 河 東 横 田 常永団地南側付近 28,200 ＝
48 上 河 東 横 田 常永駅南側付近 22,100 ⇩
49 清水新居 宮 の 上 甲府市境アルプス通り沿い 49,100 ⇩ 普通商

業地区50 清水新居 沖 田 沖田公園付近徳行三丁目清水新居線沿い 42,900 ⇩

※「⇩」は前年より評価額の下がった基準地、「＝」は前年同額の基準地
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「
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
」は
、誰
も
が
安
心
し
て
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
な
ど
の
団
体
・
グ
ル
ー

プ
活
動（
社
会
教
育
活
動
）に
参
加
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、小
さ
な
掛
金
で
大
き
な
補
償

が
得
ら
れ
る
公
益
目
的
事
業
で
す
。ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
ほ
か
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
地
域

活
動
中
の
事
故
が
保
障
さ
れ
ま
す
。町
教
育
委
員
会
で
申
込
用
紙
を
配
付
し
て
い
ま
す
の

で
、地
域
で
団
体
活
動
を
さ
れ
る
方
は
、ご
加
入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

保
健
期
間　
　
平
成
29
年
４
月
１
日
午
前
０
時
か
ら
平
成
30
年
３
月
31
日
午
後
12
時
ま
で

年
間
掛
金　
　
一
人
８
０
０
円
～
（
補
償
内
容
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

加
入
対
象　
　
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、文
化
活
動
、レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、

地
域
活
動
な
ど
を
行
う
４
名
以
上
の
団
体
・
グ
ル
ー
プ

対
象
年
齢　
　
年
齢
制
限
な
し（
た
だ
し
年
齢
に
よ
り
加

入
で
き
る
補
償
内
容
が
異
な
り
ま
す
）

対
象
と
な
る
範
囲　

	

団
体
で
の
活
動
中
ま
た
は
団
体
活
動
へ

の
往
復
中

補
償
内
容　
　
傷
害
保
険
、賠
償
責
任
保
険
、突
然
死
葬

祭
費
用
保
険

問
い
合
わ
せ　

　
町
教
育
委
員
会　
生
涯
学
習
課（
☎
２
７
５
‐
８
６
４
１
）

　

中
央
市
・
昭
和
町
障
が
い
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
穂
の
か
で
は
、障
が
い
に
関
わ
る
当
事
者

同
士
の
交
流
の
場「
れ
ん
げ
会
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。障
が
い
の
あ
る
方
た
ち
が
、身
近
な
地

域
で
相
談
し
た
り
、自
由
に
話
せ
る
会
で
す
。総
合
会
館
で
も
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

会
場
・
開
催
日

［ 

昭
和
町
総
合
会
館 

］

　
　
６
月
17
日
、
10
月
21
日
、
２
月
17
日

［ 

玉
穂
生
涯
学
習
館 

］　	

　
　
４
月
15
日
、
５
月
20
日
、
７
月
15
日
、
８
月
19
日
、
９
月
16
日
、

11
月
18
日
、
12
月
16
日
、
１
月
20
日
、
３
月
17
日

　
　
　
※
両
会
場
と
も
土
曜
開
催

開
催
時
間　
　
午
後
２
時
か
ら

対　
　
象　
　
昭
和
町
ま
た
は
中
央
市
在
住
の
障
が
い
に
関
す
る
手
帳
や
診
断
の
あ
る
方
、
難
病

認
定
を
受
け
て
い
る
方

定　
　
員　
各
回
10
名
程
度
（
参
加
希
望
の
方
は
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）

問
い
合
わ
せ

　
中
央
市
・
昭
和
町
障
が
い
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
穂
の
か
（
☎
２
７
４
‐
１
１
０
０
）

「
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
」に

加
入
し
ま
し
ょ
う

障
が
い
当
事
者
交
流

「
れ
ん
げ
会
」

介
護
保
険
制
度
は
、要
介
護
者（
１
～
５
）に
対
す
る「
介
護
給
付
」、要
支
援
者（
１
・

２
）に
対
す
る「
介
護
予
防
給
付
」、地
域
の
高
齢
者
に
対
す
る「
地
域
支
援
事
業
」

の
３
種
類
の
事
業
構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。平
成
26
年
度
に
介
護
保
険
法
が
改
正
さ
れ
、

全
国
一
律
に
行
わ
れ
て
き
た
介
護
予
防
給
付
の
一
部
が
、市
町
村
の
独
自
の
事
業
と
し
て

行
わ
れ
る「
総
合
事
業
」に
移
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
で
は
、今
年
４
月
か
ら
町
独
自
の
総
合
事
業
を
開
始
し
、高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
介
護

予
防
と
日
常
生
活
の
自
立
を
支
援
し
ま
す
。ま
た
、今
ま
で
65
歳
以
上
で
要
介
護
・
要
支

援
認
定
を
受
け
て
い
な
か
っ
た
方
で
も
、「
生
活
い
き
い
き
度
質
問
票
」の
判
定
に
よ
っ

て
は
、新
し
い
介
護
保
険
総
合
事
業
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。た

だ
し
、介
護
や
支
援
の
必
要
な
度
合
い
に
よ
っ
て
、受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
が
異
な
り
ま

す
。サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
は
事
前
相
談
が
必
要
で
す
の
で
、ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ　
い
き
い
き
健
康
課　
介
護
保
険
係（
☎
２
７
５
‐
８
７
８
５
）

４
月
か
ら 

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
が
は
じ
ま
り
ま
す

　４月から介護保険制度で利用できるサービスは、「介護給付」「介
護予防給付」「総合事業」の３つとなります。利用できるサービスと
費用負担は、介護や支援の必要な度合いによって一人一人異なり、
サービス利用前に事前の面談や基本チェックリストでの判定等の手
続きが必要です。

昭和町役場いきいき健康課へ相談

要介護１～５または要支援
１・２の対象となる方

介護申請

要介護認定の方
（要介護１～５）

 
介
護
給
付

（
訪
問
介
護
、
通
所
介
護
、

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、
訪
問

看
護
、
福
祉
用
具
レ
ン
タ

ル
等
）

 

介
護
予
防
給
付

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、
訪
問

看
護
、
福
祉
用
具
レ
ン
タ

ル
等
）

要支援認定の方
（要支援１・２）

生活機能の
低下が

みられた方

通
所
型
サ
ー
ビ
ス

訪
問
型
サ
ー
ビ
ス

自立した
生活が

送れる方

一
般
介
護
予
防
事
業

（
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
、
高

齢
者
ふ
れ
あ
い
教
室

等
）

介護申請に該当しないものの
総合事業の利用を希望される方

生活いきいき度質問票実施

総合事業

※	介護予防給付の訪問介護と通所介護サービス
のみを利用されていた方は、要介護（要支援）
認定を省いて「総合事業サービス事業対象者」
とし、迅速なサービス利用が可能です。

※	介護予防給付の訪問介護と通所介護以外の
サービス（訪問看護、福祉用具貸与・購入、住
宅改修、ショートステイ等）を利用していた方
は、今までどおり介護保険の要介護（要支援）
認定を受けてのサービス利用です。

※	第１号被保険者（65歳以上）で要介護１～５
の人と第２号被保険者（40歳～ 64歳）で16
の特定疾病により介護が必要になった人の要
介護（要支援）認定やサービス利用は従来と同
様です。

サービス利用の流れ
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栁
やなぎさわ

澤 大
ひろ

 くん（6 歳・河東中島）

河
東
中
島
の
栁や

な
ぎ
さ
わ
ひ
ろ

澤
大
く
ん
は

好
奇
心
旺
盛
な
元
気
な
男
の

子
で
す
。

　

幼
稚
園
で
大
き
な
除
雪
車
を
見
学

し
た
感
動
を
描
い
た
と
い
う
絵
が
、

２
月
に
行
わ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ギ
ャ
ラ

リ
ー
賞
絵
画
展
で
、
最
高
賞
の
山
梨

県
知
事
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
作
品

タ
イ
ト
ル
は
、「
頑
張
れ 

ぼ
く
の
除

雪
車
！
」。
画
用
紙
い
っ
ぱ
い
に
大

～
か
が
や
く
昭
和
の

人
～　

第
三
回

次の目標は

「サッカー、がんばる！」

き
な
除
雪
車
と
タ
イ
ヤ
、
そ
れ
を
豪

快
に
塗
り
つ
ぶ
す
大
粒
の
雪
が
描
か

れ
た
大
作
で
す
。

　

昭
和
53
年
か
ら
始
ま
り
、
幼
児
だ

け
で
約
１
２
０
０
点
も
の
応
募
が
あ

る
と
い
う
こ
の
絵
画
展
。
単
な
る
絵

画
技
法
の
優
劣
だ
け
で
は
な
く
、
い

か
に
自
分
の
気
持
ち
を
絵
に
ス
ト

レ
ー
ト
に
表
現
し
、
か
つ
美
術
的
に

も
優
れ
て
い
る
か
が
競
わ
れ
ま
す
。

　

大
く
ん
に
絵
の
き
っ
か
け
に
な
っ

た
除
雪
車
見
学
の
話
を
聞
く
と
、「
大

き
か
っ
た
ー
」
と
の
感
想
と
と
も

に
、「
塩
た
べ
た
！
」
と
の
意
外
な

言
葉
も
。
見
学
時
に
ね
だ
っ
て
、
高

速
道
路
に
ま
く
融
雪
剤
の
塩
化
カ
ル

シ
ウ
ム
を
味
見
さ
せ
て
も
ら
っ
た
そ

う
で
す
。
自
分
の
体
ほ
ど
も
あ
る
タ

イ
ヤ
に
触
っ
た
り
、
大
き
な
除
雪
車

の
下
を
く
ぐ
っ
た
り
し
た
と
、
満
面

の
笑
み
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
３
年
前
の
大
雪
の
と
き
は
、「
パ

パ
と
一
緒
に
ち
り
と
り
で
雪
か
き
し

た
」
と
言
い
、
絵
に
表
現
し
た
思
い

を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
小
学
一
年
生
に
な
る
と

い
う
大
く
ん
。
今
は
お
祖
父
ち
ゃ
ん

と
畑
に
行
っ
た
り
、
お
父
さ
ん
と

サ
ッ
カ
ー
を
す
る
の
が
一
番
好
き
だ

そ
う
で
す
。
小
学
校
に
行
っ
た
ら

「
サ
ッ
カ
ー
、
が
ん
ば
る
！
」
と
、

早
く
も
新
し
い
目
標
も
教
え
て
く
れ

ま
し
た
。

▶町長と語らいのとき
　日時：4月5日（水） 

午後1時30分～4時
　場所：役場庁舎1階 町長室
　＊前日までにご連絡ください

（総務課 ☎275-8153）
▶消費生活無料相談（※）
　日時：4月14日（金） 

午前10時～正午
　場所：役場別棟2階 小会議室

（企画財政課 ☎275-8154）
▶行政相談（※）
　日時：4月19日（水） 

午後1時～3時
　場所：中央公民館2階 会議室

（企画財政課 ☎275-8154）
▶教育相談（※）
　日時：祝日を除く火・水・木

の午前9時～午後4時 
　場所：中央公民館2階 相談室
　（町青少年育成カウンセラー

 ☎275-6951）
▶心配ごと相談
　日時：4月12（水）
　　　午後1時30分～3時30分
　場所：社会福祉協議会で案内
　＊あらかじめご連絡ください
　（昭和町社会福祉協議会 

☎275-0640）
▶結婚相談（※）
　日時：4月8（土）・22日（土） 

午後1時30分～4時
　場所：総合会館2階 相談所
　（昭和町結婚相談所 

☎275-1881）
▶障がい者相談員出張相談（※）
　日時：4月14（金）・28日（金） 

午前9時～正午
　場所：総合会館1階
　� （福祉課 ☎275-8784）

※印の相談は事前連絡不要です 
　直接会場にお越しください

▶ボカシつくり会
　日時：4月13日（木）
　　　　午後1時～
　場所：総合会館裏

（環境経済課 ☎275-8355）

▶町へのご意見箱（ひとりの声）
　ご意見など、町政についてお
気付きのことをお寄せください
◦ホームページ
　http://www.town.showa.
　yamanashi.jp/chosei/koe.php
◦郵送
　〒409-3880 昭和町押越542-2
　　　昭和町役場 総務課  宛

お知らせ

相 談 日

ご意見

　3 月 4 日（土）に開催された昭和町男女共同参画推進委
員会主催のフォーラム 2017 において、「男女共同参画啓発
作品コンクール」の表彰式が行われました。３回目の開催
となったコンクールには、合計 317 点の応募があり、優秀
作品として計 10 点の作品が選ばれ、賞が贈られました。
　受賞者と入選作品は、次のとおりです。

町長賞に選ばれた飯島立くん

［
高
校
生
・
一
般
の
部
］

◦
町
長
賞

　
　
「
パ
パ
料
理　

マ
マ
は
洗
濯　

ぼ
く
掃
除
」

鈴す
ず
き木　

菜な

な那
さ
ん
（
西
条
一
区
）

◦
議
会
議
長
賞

　
　
「
男
女
と
も　

家
族
み
ん
な
で　

協
力
し
あ
う
」

丸ま
る
や
ま山　

照て
る
お夫
さ
ん
（
河　
　

西
）

◦
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
委
員
長
賞

　
　
「
お
料
理
も　

掃
除
も
み
ん
な　

夫
婦
で
ね
」

田た
な
べ辺　

良よ
し
こ子
さ
ん
（
河　
　

西
）

◦
共
に
生
き
活
き
輝
け
昭
和
賞

　
　
「
育
児
は
ね　

み
ん
な
で
協
力　

助
け
合
い
」

青あ
お
た田　

琴こ
と
え恵

さ
ん
（
河　
　

西
）

［
小
・
中
学
校
の
部
］

◦
町
長
賞

　
　
「
家
事
育
児　

男
女
い
っ
し
ょ
に　

が
ん
ば
る
家
庭
」

飯い
い
じ
ま島　

　

立り
つ

く
ん
（
押
原
小
・
５
年
）

◦
議
会
議
長
賞

　
　
「
男
女
で
協
力　

家
事
、
育
児

　
　
　
　
　
　
　

明
る
い
家
庭
を　

築
こ
う
」

伊い
さ
か坂　

碧あ
お
い唯
さ
ん
（
押
原
小
・
４
年
）

◦
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
委
員
長
賞

　
　
「
す
て
き
だ
ね　

男
女
の
絆
で　

生
み
だ
す
力
」

韓か
ん　
　

七な
な
み海
さ
ん
（
常
永
小
・
５
年
）

　

◦
共
に
生
き
活
き
輝
け
昭
和
賞

　
　
「
男
女
と
も　

家
事
も
仕
事
も　

助
け
合
い
」

阿あ

べ部　

莉り

お生
く
ん
（
押
原
小
・
５
年
）

　
　
「
男
と
女　

認
め
あ
え
ば　

明
る
い
社
会
」

小こ
ば
や
し林　

春は

る瑠
さ
ん
（
押
原
小
・
５
年
）

　
　
「
手
を
と
り
あ
い　

男
女
で
拓
く　

か
が
や
く
未
来
」

山や
ま
も
と本
あ
か
ね
さ
ん
（
押
原
中
・
３
年
）

山梨県学校給食功労者表彰受賞

　1月14日（土）開催された山梨県学校給食大会の席上において、本町学校給食センターの栄養教諭 
秋山茂尾氏が、山梨県学校給食功労者表彰を受賞されました。
　秋山氏は、昭和53年に山梨県の学校栄養職員となり、本
町を含む県下の公立学校に勤務されてきました。平成19年
度からは、山梨県の第１期栄養教諭を務め、現在に至るま
での間、地産地消の推進や食育指導計画などの実践的な研
究に取り組むとともに、各種研修会の講師や助言者とし
て、後進の指導に当たってきました。また、本町学校給食セ
ンターに勤務してからも、栄養・衛生及び施設の管理やア
レルギー対応、給食を通じた地域との交流に尽力され、食
育や地産地消の推進等の取り組みとともに、安全・安心な
学校給食の提供に努められてきました。
　このたびこれらの功績が評価され、受賞となりました。 昭和町学校給食センター　栄養教諭　秋

あきやま
山 茂

し げ お
尾 氏

男女共同参画啓発作品コンクール入選者表彰

　2月23日（木）、平成28年度に還暦を迎えた昭和46年度（昭和47年3月）
押原中学校卒業生の有志の皆様から、「昭和町のために有意義にお使
いください」と金10万円の寄付をいただきました。
　善意ありがとうございました。

　＜寄附者＞
◦秋山　文男 様　　　◦窪田　博雄 様　　　◦神宮寺良吉 様
◦鷹野　　弘 様　　　◦竹中　　洋 様　　　◦中島周次郎 様
◦松田　敏彦 様　　　◦望月　　隆 様　　　◦内藤　芳男 様

善意ありがとうございます
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